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議      長  休憩を解いて再開します。                （10時30分） 

 日程第５「議案第13号令和４年度松田町一般会計予算」を議題といたします。 

 町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第13号令和４年度松田町一般会計予算。令和４年度松田町一般会計予算

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ55億

1,000万円と定める。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 （継続費）第２条、地方自治法第212条第１項の規定による継続費の経費の

総額及び年割額は、「第２表 継続費」による。 

 （債務負担行為）第３条、地方自治法第214条の規定により債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」

による。 

 （地方債）第４条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第

４表 地方債」による。 

 （一時借入金）第５条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借

入金の借入れの最高額は２億円と定める。 

 （歳出予算の流用）第６条、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定に

より歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生

じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和４年３月２日提出、松田町長 本山博幸。よろしくお願いいたします。 

議      長  これより細部説明に入りますが、各担当課長に申し上げます。説明は要点を

簡単明瞭にお願いいたします。それでは、担当課長の細部説明を求めます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、令和４年度一般会計予算でございます。初めにですね、６ページ



2 

 

の継続費、７ページの債務負担行為、また８ページの地方債につきましては、

私のほうから説明をさせていただき、歳入につきましてはこちらのほうから、

町税につきましては税務課長から、それ以外は私から説明させていただき、歳

出につきましては、各担当課長のほうから説明をさせていただきます。なお、

今回の説明につきましては、款、項を主体にですね、新規事業、重点的事業や

拡充事業を説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、６ページになります。第２表の継続費でございます。土木費の道

路橋梁費でございます。こちらは、事業名で町道19号線町屋踏切改良事業でご

ざいます。継続費でございますので、いわゆる４年度、５年度にわたる事業と

して行うものでございます。あらかじめですね、経費の総額及び年割額を定め

て支出するための経費として自治法に基づくものでございます。令和４年度に

つきましては、本体工事に付随する電気通信設備の移設及び新設などによるも

のでございます。また、令和５年度におきましては、本体工事に要する費用、

舗装部の撤去、新設や、踏切保安設備の移設や新設に伴う事業費として事業年

割額を決めているものでございます。 

 続きまして、７ページにあります第３表債務負担行為でございます。９件ご

ざいます。令和４年度からの事業でございます。主なものといたしましては、

３つ目になりますが、電算機器賃借料でございます。こちらは26台分のパソコ

ンの入替えに伴う情報系、基幹系のリース等でございます。この事業につきま

してもですね、債務を負担する行為といたしまして、負担をする権限を付与す

ることで単年度の完結ができない場合、後年度において負担するものをここで

提示をするというものでございます。 

 続きまして、８ページでございます。地方債でございます。起債の目的が書

いてございますが、交通安全施設等整備事業でございます。こちらは、新松田

駅南口駅前広場整備事業の町道５号線によるものでございます。次の防災施設

等整備事業につきましては、消防車両の購入に980万円、小田原市消防の松田

分署土地購入等によるもので7,500万円のものでございます。次に、教育施設

整備事業でございますが、松田小学校校舎解体ほかに伴う事業、そして松田小
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学校太陽光発電設備事業による地方債でございます。一番下の臨財債につきま

しては、交付税の財源措置の不足を補うためのもので、本年度はこの金額で地

方債を組んでございます。 

 それではですね、歳入より説明をさせていただきます。税務課長のほうから

よろしくお願いいたします。 

税 務 課 長  それでは、歳入について御説明させていただきます。予算書の14ページ、15

ページ、また参考資料２、令和４年度松田町一般会計予算説明資料では１ペー

ジでございます。款の１、町税、項の１、町民税、目の１、個人でございます。

現年課税分の均等割、退職所得につきましては、納税義務者数の減を見込み減

額となっております。所得割につきましては、前年度予算において新型コロナ

ウイルス感染症の影響を考慮し、１人当たりの所得割額について減額を見込ん

でおりましたが、令和３年度の調定額を基に、経済活動の回復基調などを考慮

し、納税義務者数は減る見込みではございますが、税額としては1,337万8,000

円の増額を見込んでおります。また、滞納繰越分につきましては、令和３年度

から令和４年度への繰越し見込額と実績に基づいた収納率から320万円の減額

となっております。 

 次に、目の２法人でございます。均等割、法人税割につきましては、新設法

人や経済活動の回復基調などによる増収を見込み1,387万6,000円の増額となっ

ております。また、滞納繰越分では、前年度で算入しておりました新型コロナ

ウイルス感染症に伴う徴収猶予分がなくなったことなどにより730万8,000円の

減額となっております。 

 続きまして、項の２、目の１、固定資産税でございます。現年課税分の増額

の要因といたしましては、土地につきまして、令和３年度の調定額を基に、土

地価格の下落と国土調査の縄伸び分の増加を考慮し、733万円の減額。家屋に

つきましては、令和３年度の調定額を基に、新築家屋と新築軽減終了による増

収と滅失分の減収のほか、前年度で算入しておりましたコロナ特例による減収

分360万円がなくなったことにより1,094万円の増額。償却資産につきましても

令和３年度の調定額を基に、減価償却分による減収及び前年度で算入しており
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ましたコロナ特例による減収分298万円がなくなったことにより1,412万円の増

額となっております。 

 次に、項の３、軽自動車税、目の１、環境性能割でございます。こちらは令

和３年度の調定額を基に、取得台数の増減率を考慮し、減額を見込んでおりま

す。目の２、種別割では、経過年数による重課や新規購入などにより増額を見

込んでおります。 

 次に、参考資料２、予算説明資料では２ページになります。項の４、目の１、

町たばこ税でございます。購入本数の減を見込み減額となっております。町税

の説明は以上でございます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、地方譲与税でございます。地方揮発油譲与税でございます。こち

らは、ガソリンに課して地方に財源が譲与されるものでございます。前年度の

比較は記載のとおりでございます。 

 続きまして、自動車重量譲与税でございます。こちらにつきましては、検査

自動車と届出軽自動車に対して課税されるものでございます。 

 続きまして、16、17ページでございます。目、森林環境譲与税でございます。

こちらにつきましては、森林の適正な管理などに活用するため、いわゆる人工

林面積割や林業の従事者等の割でですね、案分されて譲与されるものでござい

ます。 

 続きまして、利子割交付金でございますが、いわゆる預金利子に課税される

県税収入を市町村の個人県民税決算額の割合によって案分して交付されるもの

でございます。国が20.315％のうち５％を県へ、そのうちの５分の３を町に交

付されるものでございます。 

 続きまして、配当割交付金でございます。上場株式配当に課税される県税収

入の59.4％を県民税総額に占める市町村のですね、個人県民税の額の割合によ

り案分して交付されるものでございます。 

 続きまして、株式等譲渡所得割交付金でございます。こちらにつきましても

株式譲渡所得に課税される県税収入により交付される割合で交付されるもので

ございます。 
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 続きまして、法人事業税交付金でございます。県に納付される法人事業税の

一部を従業者数で案分して交付されるもので、県の法人事業税の100分の7.7で

交付されるものでございます。 

 続きまして、地方消費税交付金でございます。県の地方消費税の収入の２分

の１を人口と従業者数で案分して交付されるものでございます。地方について

は10％のうちの2.2％が交付されるものでございます。 

 続きまして、ゴルフ場利用税交付金でございます。これは昭和41年に創設さ

れたものでございまして、ゴルフ場利用税の10分の７をその所在市町村に交付

されるものでございます。 

 続きまして、環境性能割交付金でございます。こちらにつきましては、県に

ですね、納付される自動車税環境性能割の一部を市町村道のですね、市町村道

の延長及び面積に応じて市町村に交付されるものでございます。 

 続きまして、18、19ページでございます。説明資料のほうはですね、３ペー

ジになります。こちらの地方特例交付金でございますが、減収補填ということ

で、住宅借入金特別控除分の特例交付金となってございます。 

 続きまして、地方交付税でございます。普通交付税94％、特別交付税６％と

いう形の中でですね、この事業につきましては、国のほうがですね、2020年度

決算と2021年度の国税の収入等の補正に伴い、その交付税の法定率がですね、

当初見込みより国は４兆2,761億円の増加となりですね、これにより令和４年

度の交付税の財源に前年度繰越金が加算することが可能となったため、総額と

して増額ということで、国の総額が前年度よりですね、0.6兆円上回る18.1兆

円が確保されたことにより、市町村に案分されるものがこの金額となったもの

でございます。 

 続きまして、交通安全対策特別交付金でございます。こちらは、交通反則金

の一部を改良済みの道路延長や過去２年分の事故件数等によって案分されるも

のでございます。 

 続きまして、款の分担金及び負担金でございます。説明資料のほうはですね、

４ページになります。予算説明資料のほうは４ページになります。民生費の負
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担金でございますが、主なものでございますが、保育所運営費負担金現年度分

となってございます。こちらのほうは歳入なんですが、令和４年度から第２子

の保育料無償化を実施するために、その分の減額となってございます。 

 続きまして、衛生費の負担金でございます。ジビエ処理加工施設運営費負担

金でございます。広域利用運営等の協定の下にですね、収入する構成町からの

負担金となってございます。 

 続きまして、款、使用料及び手数料でございます。使用料及び手数料の項、

使用料でございます。主なものにつきましては、町営臨時駐車場の使用料でご

ざいますが、ＪＲ松田駅北口東側の駐車場及び仲町屋町営臨時駐車場分の使用

料となってございます。また、住宅使用料につきましては、籠場住宅21戸分の

住宅使用料ほか町屋住宅の28戸分の使用料に伴うものでございます。 

 続きまして、20ページ、21ページになります。目の衛生費使用料でございま

す。主なものでございます。節は鳥獣被害対策施設使用料でございます。こち

らは、説明資料は４ページに記載のとおりでございます。ジビエ処理加工施設

の使用料が主なものでございます。また、目の公園使用料のパークゴルフ使用

料でございます。パークゴルフ使用料につきましては、18ホール化に伴い使用

料の部分でございます。こちらは、説明資料は５ページ、予算説明資料は５ペ

ージになってございます。 

 続きまして、項、手数料でございます。手数料につきましては、主なものに

つきましては、戸籍住民基本台帳に伴う手数料等によるものでございます。 

 続きまして、22、23ページになります。款、国庫支出金、項、国庫負担金で

ございます。こちらにつきましては、予算説明資料はＰ５ページでございます。

主な前年度対比でございますが、こちらは松田小学校校舎建設の完了に伴う減

額となっているものでございます。主なものにつきましては、節になります障

害福祉費国庫負担金でございます。法令に基づく給付という部分で、障害者自

立支援給付費等の負担金などでございます。また、児童福祉費国庫負担金では、

子どものための教育・保育給付費国庫負担金で、保育施設への給付金分などに

よるものでございます。また、保険基盤安定負担金につきましても、国民健康
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保険の軽減を図るための保険者支援分としての歳入でございます。 

 続きまして、衛生費の国庫負担金になりますが、こちらのほうで新型コロナ

ウイルスワクチン接種対策費負担金を計上してございます。 

 続きまして項、国庫補助金でございます。主なものにつきましては、節にな

りますが、企画費国庫補助金でございます。地方創生推進交付金２分の１の補

助事業といたしまして、関係人口創出事業やグローバル人材育成事業などによ

る補助でございます。 

 続きまして、24、25ページになります。民生費国庫補助金でございます。節

につきましては、子ども・子育て支援国庫交付金の中で、こちらのほうは施設

整備の国庫交付金でございます。説明資料はＰ７ページになります。こちらは、

学童保育施設整備に伴う松田小学校の整備費の補助金になるものでございます。 

 続きましてですね、その下の下になりますが、住民税非課税世帯等臨時特別

給付金事業費の補助金でございます。こちらは10分の10の補助事業として150

人分をですね、計上をしております。その下の新型コロナウイルスワクチン接

種体制整備事業補助金につきましては、新たに10分の10の補助事業として、本

年度はコールセンターやシステム改修などに充てる事業費として計上をしてお

ります。 

 続きまして、土木費の国庫補助金です。社会資本整備総合交付金でございま

す。それぞれですね、南口の５号線、また北口整備事業、住宅取得奨励金、ま

た狭隘道路の整備などによる歳入となってございます。その下のですね、松田

小学校国庫補助金の中に学校施設環境改善交付金、これは令和４年度におきま

して松田小学校の建設のための国庫補助金になります。その下の下になります。

保健体育費国庫補助金でございます。スポーツ振興費補助金、これも新しい事

業でございます。いわゆるスポーツツーリズムのスポーツコミッションを設立

するための準備経費で、同額の10分の10の補助事業でございます。 

 続きまして、款、県支出金でございます。項、県負担金につきましてはです

ね、前年度対比で増額になっております。主な増額の理由は、消防団の消防車

両の購入によるものや、生涯学習センターエレベーター改修などによる増額と
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なってございます。説明資料のほうはＰ８ページになってございます。 

 それでは、26、27ページになります。民生費負担金のほうでは、先ほどの国

庫２分の１に対し４分の１の障害者自立支援給付費負担金などによるものでご

ざいます。 

 次にですね、項の県補助金でございます。総務費の補助金の中の市町村自治

基盤強化総合補助金でございます。説明資料のほうは９ページになります。こ

ちらのほうは、地方創生事業や松田小学校の太陽光の事業、また町道19号線の

踏切改良事業、駅前広場整備事業やジビエ処理加工事業につきまして、ここの

県の補助金を歳入として見込んでいるものでございます。 

 続きまして、28、29ページになります。民生費補助金の節になりますが、子

ども・子育て支援交付金で、こちらも整備費交付金がございます。これは県費

として学童保育分についての歳入となってございます。その下の下の下にあり

ります、節の水源環境保全・再生施策市町村補助金でございます。こちらも10

分の10の補助事業でございます。主なものにつきましては、河川・水路自然浄

化対策推進事業、また地域水源林整備事業などによる歳入となってございます。 

 続きましてですね、中段にあります消防費の補助金がございます。説明資料

のほうは10ページでございます。消防費の補助金といたしまして、新たに市町

村地域防災力強化事業補助金でございます。こちらは、消防車両の購入や生涯

学習センターのエレベーターの改修に伴う補助金でございます。 

 続きまして、項の県委託金でございます。総務費委託金でございます。こち

らのほうの新たな事業につきましては、節、選挙費委託金でございます。令和

４年度につきましては、県知事及び県議会議員選挙費委託金、参議院議員の選

挙による委託金の歳入を見込んでいるものでございます。 

 続きまして、30ページ、31ページになります。款、財産収入でございます。

説明資料のほうは11ページになります。土地・建物貸付収入などでございます。

主にチェックメイトカントリークラブほかによる歳入によるものでございます。 

 続きまして、款、寄附金でございます。寄附金、項、寄附金でございます。

一般寄附金としてふるさと応援寄附金を計上をしておるものでございます。 
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 続きまして、繰入金でございます。款、繰入金、項、基金繰入金でございま

す。令和４年度につきましては、財政調整基金からの繰入金でございます。こ

ちらは、全体の財政運営等に伴うもの、そして消防署の関係もございますので、

今回この金額を繰り入れるものでございます。そのほか森林環境譲与税への繰

入金、また教育施設整備基金の繰入金によるものが主なものでございます。 

 続きまして、32、33ページになります。款、繰越金でございます。前年度繰

越金につきましては、昨年度対比ですね、5,000万円の増ということになって

ございます。 

 下のほうの項、雑入でございますが、雑入につきましては、主なものは34、

35ページでございます。市町村振興協会市町村交付金、これは宝くじ収益基金

等の配分によるものでございます。説明資料のほうは12ページになります。 

 そのほかですね、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金でございます。こ

ちらにつきましては、説明資料は13ページになりますが、松田小学校の太陽光

発電設備の設置のための補助金によるものでございます。また、令和４年度に

つきましては、地域集会施設等の整備に伴う工事に伴う負担金収入を見込んで

おります。城山、宮地地域集会施設分でございます。 

 款、町債でございます。町債につきましては、新松田駅南口ほか、こちらに

書いてあるとおりでございます。新しい事業としては、消防車両購入事業、小

田原市消防松田分署土地購入事業、そして、今回新たに松田小学校太陽光発電

事業を新たに計上しております。先ほど御説明したとおり、臨時財政対策債に

つきましては、本年度はこの金額で計上をさせていただいております。 

 以上、歳入のほうは説明を終わりにさせていただきます。 

議 会 事 務 局 長  歳出に入ります。予算書36、37ページ、説明資料の14ページをお願いいたし

ます。款、項、目共に議会費でございます。01、議員及び職員人件費に要する

経費は、議員報酬及び手当、事務局の人件費が主なものでございます。02、議

会活動に要する経費は、議会だよりの発行経費、議事録作成経費、政務活動費

が主なものとなります。以上でございます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、38ページ、39ページの款、総務費、項、総務管理費でございます。
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こちらのほうにつきましては、（１）職員給与費でございます。職員人件費に

要する経費といたしまして、特別職２名、職員42名分の給与として計上してい

るものでございます。 

 続きまして、40ページ、41ページになります。一般管理事務に要する経費と

いたしまして、主なものにつきましては町長交際費、また、委託料といたしま

して42、43ページ、新規の事業でございますが、その上のですね、委託費の中

の地方公務員の定年延長に伴う制度導入委託料や行政手続制度整備支援委託料

によるものが主なものでございます。そのほか、継続事業でございますが、職

員研修事業を継続し、さらに情報公開制度運営事業にも取り組んでまいります。

情報公開の中でですね、新たに委託料に個人情報の保護制度改正に伴う制度委

託料を計上をしているものでございます。 

 44、45ページになります。目の文書広報費でございます。こちらは広報・広

聴事業といたしまして、説明資料のほうはですね、14ページになります。「広

報まつだ」の作成に係る経費や町ホームページの管理等に伴う経費となります。 

 続きまして、財政管理費につきましては、一般事務に伴う予算のですね、い

ろんな事務に伴う予算を計上したものでございます。以上でございます。 

会 計 管 理 者  46、47ページをお願いいたします。目４、会計管理費でございます。会計事

務に関する一般事務経費を計上させていただいております。以上です。 

政 策 推 進 課 長  それでは、目の財産管理費になります。こちらのほうにつきましては、予算

説明資料は15ページになります。財産等の管理に関する経費といたしまして、

主なものにつきましては、積立金によるものでございます。毎年定例のですね、

再生可能エネルギー等導入促進基金積立金をはじめ、本年度は公共施設等整備

基金積立金でございます。いわゆる将来を見据えた投資的な事業に係る経費等

の継続的な財源として積み立てていくための基金でございます。そのほか、繰

出金で用地取得特別会計の繰出金を計上しております。 

 続きまして、48、49ページでございます。財産管理費で（４）になります。

町営臨時駐車場管理経費でございます。こちらのほうの12委託料でございます

が、委託料の50ページ、51ページの上段でございます。こちらのほうにつきま
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しては、下の段のほうで（８）がございますが、感染症総合対策事業の工事請

負費がございます。ここの新規事業といたしまして、町営臨時駐車場の機器入

替え工事に伴いまして、先ほどの使用料及び賃借料で、その町営臨時駐車場の

ＰＯＳ管理システムの使用料と、町営臨時駐車場の電子決済システムの使用料

によるものでございます。また、14工事請負費の中には、新規事業として城山

地域集会施設の改修工事、寄宮地多目的集会施設の改修工事、こちらにつきま

しては、公共施設の個別計画にも記載されておりますものを今回ここで実施す

るものでございます。 

 続きまして、住宅管理費になります。こちらのほうにつきましては、52、53

ページでございます。引き続きですね、工事請負費の中で町営住宅解体整地工

事を実施し、新たにですね、行うものにつきましては、地権者と相談しながら

進めていくという形になってございます。そして、定例的なんですけども、委

託料の中の維持管理運営委託料を継続して行っていくと。これは、町屋住宅、

籠場住宅、30年の契約の中の年間の委託料をここで支出するものでございます。 

 それでは、企画費でございます。説明資料のほうは15ページでございます。

企画調整事務に関する経費でございます。主なものにつきましては、54、55ペ

ージでございます。予算説明資料のほうは16ページになります。総合計画推進

事業経費でございますが、令和４年度につきましては、前期のアクションプロ

グラムの最終年度となります。ここで５年度のスタートに向けて後期アクショ

ンプログラムを策定するための業務委託を計上しております。 

 また、（４）定住少子化対策支援事業でございます。こちらの中の負担金補

助及び交付金でございますが、こちらのほうに新たに新規事業として学生向け

の入居者支援を計上しております。民間賃貸住宅家賃補助という中に含めて取

り組んでいくものでございます。 

 続きまして、56、57ページでございます。中段下になりますが、新たな事業

として（８）でございます。チルドレンファースト推進事業でございます。予

算説明資料は16ページになります。子供の目線を基にですね、様々な発想をま

ちづくりを進める中で実現可能なものにしていくというための予算でございま
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す。 

 続きまして、58、59ページでございます。（２）のＳＤＧｓ推進事業が新た

な事業として進めるものでございます。こちらのほうにつきましては、官民連

携のいわゆるプラットフォームを構築しながら協働・連携によるまちづくりを

進めていくための事業経費でございます。主に、そのパートナー制度支援のシ

ステムの使用料でございます。そして、（１）のまち・ひと・しごと創生事業

の中の県西地域活性化プロジェクト推進事業でございます。こちらは継続事業

の３年目、２年目の事業展開となります。委託料に書いてあるものが主なもの

でございます。 

 続きまして、60ページ、61ページ、予算説明資料につきましては17ページで

ございます。町政連絡費でございます。こちらのほうにつきましては、行政協

力委員及び自治会活動に要する経費によるものでございます。新たな取組とい

たしましては、13使用料及び賃借料がございます。いわゆる自治会長デジタル

ツール使用料でございます。こちらのほうはですね、今インターネットにつな

がっている自治会長さんのアンケートの中では、18の自治会長様がですね、イ

ンターネットにつながっているというところで、残りの自治会長につきまして

は、今までどおりで紙ベースでいろんな情報交換をしたいというような情報を

頂いている中で、その18自治会のインターネットにつながる環境を基に町がで

すね、タブレットをお貸しし、いろんな情報を提供していくと。その中で、い

わゆるメール、あるいはワード、写真、エクセルなどのツールを活用し、情報

の共有化を図る、感染症対策にも取り組むという観点で進めていくものでござ

います。 

 続きまして、電算管理費になります。こちらのほうは17ページですね。主な

電算管理費につきましては、住民情報システムの管理経費でございますが、神

奈川県町村情報システム共同組合の負担金が主なものでございます。また、こ

の中にはですね、別に、組合で対応できない事業のいわゆる端末の保守、いわ

ゆるアウトソーシング、ＯＣＲの機器や、あるいはプリンターの保守というも

のをここに計上させていただいているものでございます。（２）の財務会計端
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末機器につきましては、予算・決算等の事業の運用、またその他のサポート、

保守によるものでございます。（３）の電子自治体推進事業でございますが、

いわゆる県及び各県市町村のですね、共同で申請や届出の手続を電子化し、ま

た行政間の相互の接続を推進していくというような取組の経費でございます。 

 続きまして、62、63ページでございます。電算管理費の（４）庁内ＬＡＮの

関係でございます。こちらは、役場内の各種のサーバー、町職員のパソコン、

庁内のＬＡＮなどの事務機器あるいは回線、それらの維持管理に係る経費、ま

たですね、本年度新たにテレワークやウェブ会議用として事務用の備品を一部

購入し、感染症対策にも取り組んでいるものでございます。その経費といたし

ましては、17備品購入費でございます。事務用備品、これが新たなウェブカメ

ラやテレワーク用の機器の購入費でございます。 

 続きまして、下の段の交通防犯安全対策費でございます。こちらにつきまし

ては、交通・防犯・安全に要する経費といたしまして、64、65ページでござい

ます。（２）の交通指導隊の事業運営費でございます。そして（３）の交通安

全啓発事業でございます。こちらのほうはですね、継続的な事業でございます

が、安全運転意識の向上と犯罪抑止を目的にですね、ドライブレコーダー等の

設置などをまた促進していくというような経費でございます。 

 防犯活動事業につきましては、次のページになりますが、66、67でございま

す。新規事業といたしまして、上段にあります詐欺被害防止電話購入補助金が

新たな事業でございます。いわゆる自動通話録音機能を備えた電話機器の購入

に対する補助というものを取り組んでいくものでございます。 

 続きまして、地域公共交通対策費でございます。こちらにつきましては、説

明資料は18ページになります。主な継続事業といたしましては、負担金補助及

び交付金に記載のとおりでございます。なお、１つ新規事業といたしまして、

地域公共交通会議への負担金でございます。会議体に直接負担をするものでご

ざいますが、こちらは法令に基づく地域公共交通計画の策定に取り組むための

経費でございます。その計画に入れ込む中でですね、今回ＡＩデマンドの取組

も併せてその計画の中で進めていくというような記載をしていくものでござい
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ます。以上でございます。 

税 務 課 長  続きまして、項の徴税費、目の税務総務費でございます。税務管理事務に関

する経費でございますが、新たに負担金といたしまして軽自動車税システム改

修費負担金を計上してございます。これは、軽自動車税の登録や廃車などの情

報について、市町村と軽自動車税検査協会との間で紙媒体によって情報提供し

ているものをデジタル化するもので、令和５年１月の稼働を予定しております。

神奈川県町村情報システム共同事業組合へ支出するものでございます。 

 目、賦課徴収費では、予算書の69ページになります。中段辺り、（３）固定

資産評価事業の委託料の３つ目になります。土地鑑定評価業務委託料でござい

ます。次回、令和６年度の評価替えに向けて、基準日となる令和５年１月１日

現在の標準地、80か所の鑑定評価を行うため、増額となっております。 

 負担金補助及び交付金の空中写真共同負担金は、３年ごとに撮影をしており

ます空中写真について、次回の評価替えの基準となる令和５年１月１日時点の

状況を撮影するもので、県下18自治体が一括委託をすることで、経済的かつ効

率的に取得できるようになっております。また、神奈川県町村情報システム共

同事業組合負担金は、これまで使用してまいりました家屋評価システムが令和

９年度の評価替えに対応できないことが判明したため、令和４年７月にシステ

ム変更を行う予定であり、賦課システムとの連携作業等が必要となることから、

システム組合へ支出するものでございます。複数の自治体が行うため、導入費

分の330万円の２分の１は自治基盤強化総合補助金で賄われ、保守分の23万

7,600円については町単費となる見込みでございます。以上でございます。 

町 民 課 長  続きまして、項３、戸籍住民基本台帳費、目１、戸籍住民基本台帳費、説明

資料の18、19ページでございます。戸籍住民基本台帳事務に要する経費で、住

民票や戸籍、個人番号カードの交付のための費用でございます。 

 70、71ページを御覧ください。戸籍電算システム管理費は、法改正に伴う戸

籍電算システム改修委託料や、戸籍電算システムの賃借料と戸籍クラウド等の

利用料でございます。会計年度任用職員給与費は、窓口サービス従事者報酬３

名分でございます。以上です。 
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政 策 推 進 課 長  それでは、選挙費でございます。選挙管理委員会費等によるものでございま

す。新たな選挙といたしましては、参議院議員選挙に伴う経費を70ページ、71

ページに記載させていただいてございます。 

 そして72、73ページでございます。県知事及び県議会議員選挙費によるもの

を計上をさせていただいているものでございます。 

 続きまして、74、75ページになります。統計調査費でございます。説明資料

のほうにつきましては、19ページになります。こちらの２になりますが、基幹

統計調査事務経費につきましては、国の行政機関が作成する統計のうち、総務

大臣が指定する特に重要な統計ということで、10分の10の補助事業となってい

るものでございます。 

 続きまして76、77ページでございます。款、項、監査委員費でございます。

こちらにつきましては、監査活動、毎月の例月、定期監査、そして決算、団体

監査などなど活動に伴う経費として計上をさせていただいているところでござ

います。以上です。 

福  祉  課  長  それでは、款の３、民生費、項の１、社会福祉費の説明をさせていただきま

す。 

目の１、社会福祉総務費では、職員給与費のほか、予算書78、79ページにな

りますが、健康福祉センターの指定管理委託料及び町社会福祉協議会の補助金

を計上しております。この指定管理につきましては、令和８年度まで松田町社

会福祉協議会に指定管理をお認めいただいているところでございます。 

 80ページ、81ページになります。説明資料は引き続き20ページでございます。

05感染症対策事業として、高齢者移動手段確保助成金、いわゆるタクシーの初

乗り運賃補助について、コロナ禍における高齢者等の外出支援を引き続き行っ

てまいります。 

 その下、繰出金に要する経費では、国民健康保険事業特別会計及び介護保険

事業特別会計に法定割合に基づく繰り出しをそれぞれ行います。継続事業とい

たしまして、４番、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業でございます。令

和３年度に引き続き、コロナ禍における様々な困難に直面した方々が速やかに
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生活、暮らしの支援を受けられるように、住民税非課税世帯等に対する10万円

の給付を支給するための経費でございます。 

 続きまして目の２、老人福祉総務費でございます。予算書では82、83ページ

をお願いいたします。中段でございます後期高齢者医療運営事業では、後期高

齢者広域医療連合へ負担する経費及び後期高齢者医療特別会計への繰出金を計

上しております。その下、敬老会関係では、敬老祝金及び敬老会開催に関わる

経費を計上しております。その下の高齢者の生きがい事業では、松田町シルバ

ー人材センターの職員の人件費用のうち半額を負担するものでございます。 

 予算書84、85ページでございます。新規拡充事業といたしまして、高齢者等

見守り事業では、町内の独居高齢者のうち、身寄りのない方を中心に、従来の

電話方式の見守りのほか、ロボットやデジタルツールを利用した見守りを行っ

て、安全・安心を推進してまいります。 

 目の３障害者福祉費でございます。重度障害者医療費といたしまして計上し

ている経費は、障がい者手帳などをお持ちの方のうち重度の方の医療費扶助費

を、03障害福祉サービス等給付事業では、補装具費を含めた障がい福祉サービ

スの給付費を計上しております。 

 予算書86、87ページでございます。04地域生活支援事業につきましては、障

がい者の方の地域における日常生活の支援を行うものでございます。05障害者

機能訓練・社会参加支援・啓発事業は、障がい者の就業、生活支援センター事

業運営費負担金として、障がい者の職業生活における自立支援を目的とした相

談事業支援等を行うための経費などでございます。地域活動支援センターは、

施設利用者の創作活動等の機会の提供などの支援を行ってまいります。 

 予算書でございます、88、89ページ、上段でございます。目の４、国民年金

費では、国民年金事務に要する経費を計上しております。 

 民生費、社会福祉費の説明は以上でございます。 

子育て健康課長  続きまして、予算書88、89ページ、一般会計予算説明資料では21ページを御

覧ください。款３、民生費、項２、児童福祉費、目１、児童福祉総務費でござ

います。児童福祉総務費は、乳幼児を育成するために必要な助成支援について
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の事業でございます。この中で拡充事業といたしまして、89ページの扶助費の

小児医療費を御覧ください。この事業は、対象を高校生の18歳まで拡充した予

算計上でございます。 

 そのほかの拡充事業は、91ページのほうを御覧ください。一番下に会計年度

任用職員報酬、児童相談員報酬がございます。増額いたしまして、児童相談事

業体制を強化するための予算計上をしてございます。一般会計予算説明資料で

は22ページの会計年度任用職員給与費になります。 

新規事業といたしましては、93ページを御覧ください。一般会計予算説明資

料では22ページになります。感染症総合対策事業費、負担金補助及び交付金の

中で、ふたり親家庭等支援金と子育て応援給付金を予算計上してございます。

ふたり親家庭等支援金は、コロナ禍で収入減少などの影響により低所得となら

れた子育て世帯に対する予算計上でございます。子育て応援給付金は、０歳か

ら１歳児を養育されている子育て世帯に対し、経済的な負担軽減及び健全な育

成支援を図るための支援としての予算計上でございます。 

 続きまして、目２、児童措置費でございます。児童を養育するための扶助や

就労家庭の乳幼児を預かる保育所に対しての委託料や補助金の支給を行ってお

ります。この中で、新規事業といたしまして、95ページを御覧ください。一般

会計予算説明資料では23ページ上段になります。感染症総合対策事業の保育環

境改善等事業補助金と、保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業補助金が

ございます。この２つの補助金は、保育所等において感染対策を徹底し、事業

を継続するための経費補助、コロナ禍において最前線で働く保育士などの処遇

改善の実施を目指す国の事業でございます。この事業に対しての国の補助金は、

保育環境改善等事業補助金が２分の１、保育士、幼稚園教諭等処遇改善臨時特

例事業補助金は10分の10となっております。 

 続きまして、96、97ページを御覧ください。款４、衛生費、項１、保健衛生

費でございます。乳幼児から後期高齢者までの健康管理事業と、新型コロナウ

イルス感染症対策事業がございます。新規事業は、99ページを御覧ください。

99ページ下段から101ページの上段の目２、予防費の母子保健事業負担金補助
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及び交付金の出産タクシー助成金と出産サポート事業助成金になります。一般

会計予算説明資料では23ページの母子保健事業になります。近隣に産院がない

状況の中、妊婦さんが安心して出産に臨まれるようサポートするための事業で

ございます。このほかに新規事業といたしまして、19扶助費の新生児聴覚検査

助成金がございます。この事業は、出産後産院で行う聴覚検査に対しての助成

事業となっております。 

 また、予算書103ページ、一般会計予算説明資料では24ページを御覧くださ

い。新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費は、昨年度同様に新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制整備事業及び新型コロナウイルスワクチン接種事

業をそれぞれ予算計上してございます。 

 担当する箇所の説明は以上でございます。 

環境上下水道課長  それでは、目３、環境対策費でございます。説明資料では24ページの中段で

ございます。予算書は104、105ページの下段をお願いいたします。４、鳥獣防

除対策事業、拡充事業となります。従来から実施しております有害獣防止柵の

設置補助などに加えて、令和３年度から繰り越して建設を予定しているジビエ

処理加工施設の運営に要する経費を計上しております。 

 106、107ページをお願いいたします。６、再生可能エネルギー利用促進事業

で、新規事業、電気自動車充電用設備設置工事につきましては、脱炭素社会の

実現に向けた電気自動車の普及促進及び災害時への備えとして、公共施設等に

電気自動車の充電用設備を設置するものでございます。 

 次に拡充事業としまして、スマートハウス整備促進事業費補助金でございま

す。地球温暖化対策として再生可能エネルギーの利用及び省エネを促進するた

め、住宅用太陽光発電設備ＨＥＭＳ、省エネ給湯システムの導入に対する費用

の一部の補助を行うものでございます。 

 その下、木質バイオマス利用促進事業補助金、こちらにつきましては、新た

に設立する団体に対し支援を行うための補助金でございます。 

 次に８河川・水路自然浄化対策推進事業でございます。水源環境保全・再生

事業調査委託料につきましては、生態系に配慮した河川・水路の整備及び効果
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の検証に係る事業でございまして、県の水源環境税を活用した寄河土川下流部

の事前調査、計画策定を行うものでございます。 

 次に、４衛生費、２清掃費、目、塵芥処理費でございます。108、109ページ

をお願いいたします。上から２行目、足柄東部清掃組合負担金につきましては、

一般廃棄物の共同処理を行うため、中井、大井、松田の３町で構成する足柄東

部清掃組合の運営や、廃棄物処理についての費用に対する負担金でございます。 

 その下、あしがら上地区資源循環型処理施設整備調整会議負担金でございま

す。足柄上地区１市５町の廃棄物処理の広域化に向けた検討及び調整に係る事

務局職員の人件費及び事務費に対する負担金でございます。 

 次に３ごみ減量推進事業です。消耗品がございますが、この中にですね、新

規事業として循環型社会の形成に向け、廃棄物の減量化及び再資源化を図るた

め、町民へ配布する家庭用コンポスト及びペットボトル圧縮機等の購入に係る

経費が含まれております。 

 ４、廃棄物収集運搬事業につきましては、委託料、町内で排出される燃やす

ごみ、不燃ごみ、資源ごみなど、一般廃棄物を適正に処理するため、収集運搬

業務を委託するための経費でございます。 

 次に、４衛生費、２清掃費、２し尿処理費でございます。合併処理浄化槽整

備費補助金でございます。河川等の水質向上を図るため、単独処理浄化槽及び

汲み取り便槽から合併処理浄化槽へ転換を行う際の費用の一部を補助するもの

でございます。 

 110ページ、111ページをお願いいたします。足柄上衛生組合負担金でござい

ます。足柄上地区１市５町で構成する足柄上衛生組合のし尿処理施設、足柄衛

生センターの運営に係る費用に対する負担金でございます。以上です。 

観 光 経 済 課 長  それでは、観光経済課が所管いたします主な事業について説明をさせていた

だきます。110ページ、引き続きとなります。款５、農林水産業費、項１、農

業費におきましては、予算説明資料25から26ページのほうに記載がされてござ

います。目１、農業委員会費を御覧ください。１として、主に農業委員８名の

方の報酬や関係する団体等の負担金となってございます。 
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 おめくりいただきまして、113ページでございます。目の３、農業振興費を

御覧ください。１として、一般事務経費の節18、これの最後ですね、被災農地

復旧事業補助金は、新規事業となります。増えております自然災害等の被災農

地に対しまして、復旧経費を補助するものでございます。 

 さらにおめくりいただきまして、115ページをお願いいたします。115ページ

の（３）ですね、里地里山保全・再生事業につきましては、農地・山林・集落

が一体となった里地里山の保全活動を展開されている３団体へ、県補助金の活

用により支援をさせていただいてございます。 

 また、その下（４）ですね、感染症総合対策事業につきましては、コロナ禍

や自然災害等による農業者のリスク軽減をサポートいたします農業の経営収入

保険の加入促進補助となってございます。 

 目４、自然休養村管理費におきましては、恐れ入ります、おめくりいただき

まして、117ページとなります。自然休養村管理センター、またふれあい農園

から改めまして農と交流拠点施設となっております。また、みやま運動広場、

ロウバイ園、ふれあい農林体験施設いわゆるドッグラン、こういった指定管理

等や借地等に要する管理経費となってございます。 

 おめくりをいただきまして、118、119ページをお願いいたします。項の２、

林業費、目１、林業振興費におきましては、説明資料においては26から27ペー

ジでございます。（３）として地域水源林整備事業につきましては、かながわ

水源環境保全・再生実行５か年計画に基づきまして、地域水源林と位置づけた

民有林の整備を支援いたします。 

 （４）ナラ枯れ対策事業は、新規事業となります。こちらについては、道路

沿いなどにおいてナラ枯れで倒木の危険性の高い支障木と言われるものを伐採

等いたすものでございます。 

 おめくりいただきまして、120、121をお願いいたします。款の６、商工費、

項の１商工費、こちら項の１までにおきましては、説明資料27から28ページで

ございます。目の２、商工振興費を御覧いただきたいと思います。（２）勤労

者福祉事業につきましては、住宅資金利子補助や生活資金の低率融資を実施す



21 

 

るものでございます。（３）商工振興対策事業におきましては、商工会や商工

振興会の活動を支援する補助及び産業まつりの開催委託料となってございます。 

 おめくりいただきまして、123ページをお願いいたします。（７）感染症総

合対策事業におきましては、主に町商工振興会さんが実施されております20％

のプレミアム商工振興券の発行支援で、発行総額につきましては6,000万円を

予定をしているところでございます。 

 続きまして項の２、観光費、目１、観光振興費でございます。おめくりいた

だきまして125ページとなります。（２）でございます。観光宣伝事業につき

ましては、桜まつりなどの町の主要イベントを担っていただく観光協会への補

助金や、広域連携で実施いたしておりますあしがら花火大会に係る負担金が主

なものとなってございます。 

 続いて目の２、公園管理費となります。恐れ入ります、127ページをお願い

いたします。まず（１）ですね、公園管理事務経費につきましては、西平畑公

園を除く町内の10の公園の清掃など維持管理に要する経費と、18ホール化いた

しました川音川パークゴルフ場の運営業務委託が主な内容となってございます。

（２）西平畑公園管理費につきましては、おめくりいただきまして129ページ

以降でございます。公園内の建物施設を除いたふるさと鉄道の運行、駐車場の

管理委託や、草刈り等の維持管理に要する経費、これに加えまして入園料の徴

収委託を計上してございます。（３）ハーブガーデン管理費につきましては、

特に地域振興機能が期待されますハーブ館におけます整備の保守や点検等の委

託、さらに売店等で販売いたします商品の仕入れ費、また賄い材料費、こうい

ったものが主な支出となってございます。 

 恐れ入りますが、２枚おめくりいただきまして、133ページをお願いいたし

ます。中ほどでございます。３のまち・ひと・しごと創生総合戦略推進に要す

る経費のですね、（１）県西地域活性化プロジェクト推進事業につきましては、

機械化をいたしました西平畑公園駐車場の料金システムの運用に要する経費と

なってございます。以上となります。 

議      長  暫時休憩します。                    （11時38分） 
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議      長  休憩を解いて再開します。                （13時00分） 

 議案第13号令和４年度松田町一般会計予算の引き続き細部説明を行います。 

参事兼まちづくり課長  それではですね、引き続き款の７、土木費から説明させていただきます。ペ

ージ132、133ページをお願いいたします。参考資料では28ページでお願いいた

します。 

 まず、土木費につきましては、132、133ページのですね、最下段になります。

項の１、土木管理費、目の１、土木総務費では、職員の人件費に要する経費を

記載しております。 

 次のページをお願いいたします。134ページ、135ページになります。下段の

ほうにですね、（３）地籍調査事業というものがあります。毎年実施しており

ます地籍調査事業でございます。地籍調査事業といたしましては、今年度は、

４年度は中丸、河内地内の８ヘクタールの境界立会い、地籍図等の作成をして

まいります。県費補助４分の３の事業でございます。 

 １ページおめくりください。136ページ、137ページになります。参考資料で

は29ページでございます。項の２、道路橋梁費、目の１、道路橋梁総務費の主

なものといたしましては、道路照明灯や町道５号線、上病院に向かう道路です

ね。あそこのアンダーパスのポンプ場の電気代などを計上しております。中段

のですね、下のほう、中段…下段…中段の下のほうというんですかね、十文字

橋維持補修負担金として、橋のですね、桁コンクリートの剥落の補修工事、高

欄、欄干でございます。の塗装工事などを開成町に負担金として支出するもの

でございます。この事業におきましては、国の補助55％、残りの45％を２分の

１ずつ負担するものでございます。 

 続きまして下段、道路維持費でございます。目の２、道路維持費です。道路

維持に要する経費として、町道の小規模補修、のり面草刈り委託など、通常の

維持管理を計上しております。 

 次のページ、138、139ページをお願いいたします。上段、道路補修事業とい

たしましては、生活道路、道路安全施設、舗装工事など、町道の補修工事を中

心として計上しており、箇所づけといたしましては町道２－９号線、田代団地
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線、川音川左岸生活道路、町道５－６号線、町道寄11号線などの安全施設工事

を計上しております。これらの工事につきましては、参考資料１、工事予定箇

所説明資料の７ページから15ページに平面図及び標準横断図を記載しておりま

すので、後ほど御高覧ください。 

 次に、中段、目の３、道路新設改良です。道路新設改良事業として、用地取

得に伴う登記資料作成や、ＪＲ東海との協定による町道19号線町屋踏切工事、

また先ほど財政課長から説明がありました６ページに第２表、継続費に記載さ

れているとおり、令和４年度、５年度の工事委託を継続事業にて踏切の拡幅工

事を実施してまいります。国庫補助事業として55％補助でございます。また、

城山地区から山北境までの1.1キロ、松田庶子線の道路詳細設計、国費50％、

定住化を求めるための民間の土地の利活用を有効に資するための接道要件など

の調査を行ってまいります。 

 続いて、道路の拡幅工事としては、10－１号線道路改良工事、19号線道路改

良工事を行っております。参考資料１、工事予定箇所資料の16ページから20ペ

ージに平面図及び標準断面図を記載してありますので、御高覧ください。併せ

て、改良が予定されている路線の用地取得、建物調査費も計上してあります。

10－１号線の道路改良につきましては、50％の国費の補助対象事業でございま

す。 

 続きまして、下段、目の４、橋梁維持費では、橋梁維持に要する経費、橋梁

定期点検委託は、国費55％で、法で定められている５年ごとの橋梁の点検を14

橋予定しております。 

 最下段になります。項、河川費、目、河川総務費でございます。次のページ、

140、141ページをお願いいたします。河川の維持に係る費用を計上してありま

す。 

 続きまして中段、今度参考資料の２のページで申しますと29ページでござい

ます。項の４、都市計画費、目の１、都市計画総務費では、令和３年、４年で

県下一斉に実施しております都市計画基礎調査、県費50％補助の調査を実施し、

市街化区域の見直しの基礎資料を作成するものです。 
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 次に、同じく委託料のところでございます。立地適正化計画の改定は、水害

や土砂災害の情報から防災指針を取り入れた計画に見直しをするもので、国費

50％を頂いて実施するものでございます。なお、その下の用途地域見直しに係

る都市計画図書の作成業務は、住宅地に工場が建ち並びのある区域に、既存の

施設を活用した改築ができるよう、用途変更や地区計画を検討するものです。

さらにその下ですね、耐震関係では、木造耐震化推進のため、１部屋耐震とし

て耐震ベッドなどの減災に向けた補助金を新たに計上しております。国・県の

補助金で、４分の３でございます。 

 次のページをお願いいたします。142、143ページになります。引き続き項の

４、都市計画費、目の１、都市計画総務費でございます。参考資料のページで

は29ページでございます。新松田駅周辺地域促進支援及び設計業務、補助率３

分の１でございます。令和４年に再開発準備組合設立に向けて、地権者、町を

支援し、民間事業者、協力者との調整を行い、集約施設等の建設に向けた取組

を促進させます。また、北口駅前広場の基本設計を行い、警察協議や各種交通

事業者との協議を行い、広場の面積、機能を検討し、設置施設を定めてまいり

ます。さらに、駅前の周辺整備事業に備え、基金の積立てを行います。 

 続きまして、目２、都市整備事業費では、新松田駅南口駅前広場整備事業で

ございます。補助率50％でございます。新松田駅南口の建物工作物調査、用地

買収、損失補償などを計上してあります。南口駅前広場の事業では、用地取得

を最優先として、今後も粘り強く交渉してまいります。 

 中段、目の３、都市排水路費では、中河原地内排水路土砂撤去を計上させて

いただいております。工事箇所は小田急線と排水路が横断する箇所で、土砂に

より水路が閉塞した場所であります。参考資料１の工事予定箇所資料の21ペー

ジを御高覧ください。 

 続きまして目の４、下水道費です。下水道事業特別会計繰出金として、これ

は平成４年から下水道事業122件分の長期元利返済償還金などに充当するもの

です。 

 続いて、項の５、住宅費です。目の１、住宅建設費。家屋購入費及び町営住
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宅基金積立てとして計上しております。 

 以上で土木費の説明を終わります。 

政 策 推 進 課 長  それでは、款、消防費でございます。ページ144、145ページになります。項、

消防費でございます。主なものにつきましては、常備消防に要する経費という

ことになります。こちらにつきましては、説明資料は30ページになります。こ

ちらのほうは、用地、これは小田原市の消防本部へのまず事務委託に伴う負担

金や、今回は新たに町の消防の松田分署の建替えのための土地購入に係る経費

として計上をさせていただいているところでございます。 

 続きまして、非常備消防に要する経費でございますが、拡充事業といたしま

して、消防団運営事業。消防団員の年額報酬等に伴うものが主な拡充事業でご

ざいます。 

 続きまして、消防施設費でございます。ページにつきましては146、147ペー

ジになります。説明欄の（２）庁用車管理経費でございます。備品購入費とい

たしまして、25年が経過し、更新時期となったことにより、今回消防団第６分

団消防車用の購入費を計上しております。 

 また、２、消防施設整備に要する経費の中の消防施設の工事請負費がござい

ます。第６分団詰所施設整備工事を令和４年度に行うものでございます。建設

からですね、約40年が経過し、老朽化して、こちらにつきましても公共施設の

管理計画に位置づけている事業として、今回計上しているものでございます。 

 続きまして、災害対策費でございます。ページ148、149ページになります。

説明欄（３）になります。主なものにつきましては、自主防災会育成強化事業

や、（４）防災資機材等の整備事業によるもの、また防災無線の管理事業など

によるものでございます。新たにですね、（６）としまして、感震ブレーカー

設置推進事業でございます。簡易型のですね、感震ブレーカーを町民の皆様に

配布をし、通電火災による被害拡大を防止するための取組の一つとして行うも

のでございます。 

 次にですね、一番下の（７）感染症総合対策事業になります。ページ150ペ

ージ、151ページになります。こちらにつきましても、避難所用にですね、消
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耗品、備品等の購入のための、合わせて100万円を計上しているものでござい

ます。以上でございます。 

教  育  課  長  それでは、予算書150ページ、151ページをお開きください。説明資料は31ペ

ージをお願いします。なお、説明資料につきましては、31ページから36ページ

上段まで続きますことを申し添えます。 

 款９、教育費、項１、教育総務費、目の教育委員会費でございます。教育委

員会費につきましては、教育委員４名分の報酬が主なものでございます。 

 次に目２、事務局費になります。事務局職員、幼稚園職員、教育長の人件費

が主なものでございます。 

 少しページを送りますが、158、159をお願いします。158、159でございます。

中段の（11）学校ＩＣＴ推進事業につきましては、小学校１年生から中学校３

年生まで配備したタブレットほか、機器の維持管理経費や授業を効果的にサポ

ートする支援員の配置に係る経費でございます。 

 次に、同じページの下段、（14）寄地区幼稚園・小学校の在り方に関する経

費でございます。新規事業でございます。これにつきましては、これまで説明

したとおり、中学校統合から３年を経過した時点で改めて検証を行い、必要に

応じて対応するということを示したものでございまして、昨年アンケートを実

施しました。その後、座談会を開催した後に、今後の方向性を確認するために

検討委員会を設置し、その運営に要する経費を計上させていただいております。 

 続きまして、予算書162、163ページの上段をお願いします。目、寄小学校費

になります。（１）学校管理運営に要する経費としましては、児童がより安全

で快適な学校生活を送る中で、学力向上と心の育成に努めるための学校運営に

要する経費でございます。主なものとしましては、会計年度任用職員給与費で、

学校用務員ほか学校に関わる職員の方たちの報酬、期末手当の経費でございま

す。なお、この経費につきましては、今後の、同様に松田小学校、松田中学校

についても予算計上をしております。 

 予算書165ページをお願いします。中段より少し上、（５）感染症総合対策

事業でございます。こちらにつきましては、消耗品、備品購入費を計上させて
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いただいております。国２分の１の補助でございます。この後の松田小学校、

松田中学校につきましても、国の補助金２分の１を活用しまして、予算計上を

させていただいております。 

 次に、同じページ、165ページの中段、２、教育振興事務に要する経費でご

ざいます。こちらの経費につきましては、講師謝礼、各種研究会資料代、そう

いったものの経費でございます。また、各学校における就学援助費につきまし

ても、この教育振興管理経費で予算計上をしております。この後のページの各

学校、幼稚園も同様な経費を計上しております。 

 165ページの下段、給食に要する経費でございます。会計年度任用職員の給

与費が主なものでございます。こちらの経費につきましても、同様に松田小学

校、松田中学校も給食に要する経費として予算計上をしております。 

 次のページ、167ページをお願いします。目、松田小学校費になります。減

額となった要因といたしましては、松田小学校校舎建設事業の減のためでござ

います。令和２年度から令和３年度に校舎建設工事が完成したものによるもの

でございます。 

 続きまして、171ページをお開きください。171ページ、中段より少し下、松

田小学校の工事請負費がございます。こちらにつきましては、令和４年２月か

ら令和５年２月に旧校舎の解体及びグラウンドの造成工事を行う経費でござい

ます。校舎解体工事と太陽光設備整備工事、あと校舎の工事監理委託料でござ

います。 

 同じページ、171ページの目、松田中学校費でございます。増の要因としま

しては、昭和46年３月に建設した校舎等の大規模改修を令和５年、令和６年度

に実施するための調査設計に要する経費といたしまして、設計委託料を見させ

ていただいたものでございます。 

 177ページをお開きください。次の目、松田幼稚園費でございます。令和４

年度の在園児数の見込みにつきましては、103人でございます。３歳児32名、

４歳児34名、５歳児37名、合計103人でございます。年少・年中・年長、それ

ぞれ２クラスで計６クラスとなる見込みで進めております。幼稚園の運営につ
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きましては、園長以下副園長、教諭、支援教諭、運転手、警備員でございます。

予算につきましては、校医の報償、支援教諭の報酬、こういったものが主なも

のでございます。 

 179ページの中段をお開きください。御覧ください。（２）庁用車管理経費、

こちらにつきましては幼稚園バス及び給食車の管理運営に関する経費でござい

まして、令和４年度は松田幼稚園送迎用バス１台の購入、買替えにかかる経費

を計上させていただいております。このバスにつきましては、購入から25年経

過し、更新時期となったバスでございます。園児送迎に対しましては、より安

全性を早急に確保いたしたく、計上させていただいたものでございます。園児

39人乗りのバスでございます。 

 次のページです。181ページをお開きください。中段より少し上、寄幼稚園

費でございます。令和４年度の在園園児数の見込みにつきましては、９人でご

ざいます。年少２人、年中３人、年長４人の１クラスずつの編制を予定してお

ります。 

 次のページ、183ページをお願いします。次の項の社会教育費でございます。

この社会教育費の増の要因としましては、生涯学習センターの改修工事に関わ

る経費を計上したものでございます。１の目、社会教育総務費でございます。

主な支出としましては、社会教育委員14名分の報酬でございます。予算書183

ページから184ページにかけての（３）地域学校協働活動推進事業、こちらに

つきましては、寺子屋事業のものでございます。子供の居場所づくりとして、

小・中学校が土曜日の休日に地域の方の協力により様々なプログラムを実施、

子供たちにとってより豊かな教育活動ができる支援をするための経費でござい

ます。県補助を活用して実施しております。 

 次に、中段、目２、青少年教育費でございます。この２年は、中学生交流洋

上体験事業、青少年交流キャンプを実施できませんでしたが、来年度予算につ

きましては、ここで予定をさせていただいております。 

 187ページをお願いします。３、図書館費でございます。主なものは、（２）

会計年度任用職員給与費でございます。12、委託料の図書館パソコン保守管理
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費は、図書検索システムの保守管理に関わる経費でございます。その他、貸出

し図書の検索パソコン、またパソコンの保守委託や貸出しする図書の購入費が

ここの予算で見ております。 

 同じページの４、文化財費でございます。主なものとしましては、文化財保

護委員５名分の報酬であります。歴史講演会、民俗芸能伝承教室を継続して実

施いたします。 

 次のページ、189ページをお願いします。次の目、５番、生涯学習センター

管理費でございます。拡充事業として、中段より少し下です。14、工事請負費

では、生涯学習センター改修事業としまして、安全確保を目的とします館内の

エレベーター、11人乗りなんですが、11人乗りのエレベーターを取替え工事を

するものでございます。また、大ホール設備につきましては、舞台機構のリミ

ットスイッチの更新工事を行うものでございます。なお、エレベーターにつき

ましては、県補助を充当して実施を予定させていただいているものでございま

す。 

 次のページ、191ページをお開きください。保健体育費でございます。増の

要因としましては、次のページ、193ページをお願いします。中段より少し上、

（３）スポーツツーリズム推進事業、こちらが増の要因でございます。スポー

ツを観光資源とした地域活性化を図ることを目的として、スポーツコミッショ

ンを設立するための準備経費でございます。 

 説明は以上になります。 

政 策 推 進 課 長  それでは、公債費になります。ページ194、195ページでございます。説明資

料のほうは36ページになります。 

元金でございますが、222ページを参照いただきながらですね、件数でござ

いますが、124本が今回元金の件数となってございます。続きまして利子につ

きましては、166本の利子になってございます。 

 続きまして、197ページになりますが、投資的事業の概要をここに掲載させ

ていただいてございます。 

 また、198、199ページにつきましては、節の別ですね、集計表を掲載してご
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ざいます。 

 200ページから215ページにおきましては、給与費明細書を添付させていただ

きました。 

 そして217ページにつきましては、継続費についてでございます。こちらに

つきましては、土木費と教育費における事業を掲載してございます。 

 続きまして218ページから220ページにつきましては、債務負担行為として掲

載をさせていただいております。 

 そして221ページにつきましては、地方債の前々年度末における現在高並び

にですね、前年度末、そして当該年度末における現在高の見込みの調書でござ

います。 

 そして222ページからですね、先ほどの元利償還の部分の235ページまででご

ざいます。元利償還金のですね、内訳を添付させていただきました。 

 そして最終ページ、482ページにですね、各会計のですね、歳入歳出予算の

一覧表を添付させていただきました。 

 以上で説明のほうを終わりにさせていただきます。 

議      長  細部説明が終わりました。 


